
 

普及活動情勢報告（令和７年９月分） 

 

 

須崎農業振興センター農業改良普及課 

 

 

 

 

 
農薬事故防止に向けて　～ＪＡ土佐くろしお直販所とさっ子広場勉強会～

 

 

農薬の適正使用について説明

する普及指導員

　８月 19 日、須崎市立市民文化会館において、土佐くろしお村村営

とさっ子広場への出荷生産者を対象とした勉強会が開催され、98 人

の参加がありました。 

　農業改良普及課は、農薬事故を防ぐため、農薬の適正使用や生産

履歴記帳の仕方について説明しました。 

　参加者からは、「使用期限が切れた農薬は使用できるか」「劣化

したラベルの確認方法が知りたい」「防除器具はどの程度洗浄すれ

ばいいのか」など様々な質問がありました。 

　農業改良普及課は、今後も農薬の適正使用に関して生産者に対し

周知を続けていきます。

 
水田の維持管理に向けて　～水田維持管理対策研究会の活動報告～

  

 

 

 

 

 

 

 

 

水田維持管理対策研究会の　

取組を報告する普及指導員 

８月 21 日、３首長とＪＡ役員との意見交換会が開催され、須崎

市、中土佐町、津野町の各首長とＪＡ土佐くろしおの役員、その他

関係者の合計 24 人が参加し、地域課題について協議しました。 

農業改良普及課は、市町・ＪＡ等からなるＪＡ土佐くろしお水田

維持管理対策研究会の構成員として、これまで行ってきた水稲作業

の実態調査や今後の水田維持管理に向けた取組方針を提案しまし

た。 

参加者からは、稲ＷＣＳの導入による効率的な農地管理の仕組み

について質問がありました。 

農業改良普及課は、水田維持に向けて地域の水稲農家等と直接協

議する場となる水田維持管理対策協議会(仮称)の設立に向けて、研

究会活動を継続していきます。

 
新規就農者の経営安定を目指して　～作の合間にみんなで情報共有～

 

 

面談の場で課題を聞き出す　

普及指導員 

　８月 26 日、ＪＡ土佐くろしお久礼支所で、中土佐町の担当者、　　

ＪＡ営農指導員と協力し、新規就農者 1人との面談を行いました。 

　農業改良普及課は、前作の月別実績を確認しながら、新規就農者

から時期ごとに感じた課題を聞き取り、関係機関と情報を共有しま

した。 

新規就農者は課題を振り返り、「防除のタイミングや作業の段取

りに問題があった。労力的には問題ないので次は遅れないよう作業

する」や「葉数を決めるために、キュウリの樹勢を判断できるよう

になる」といった自らの目標を設定していました。 

　農業改良普及課は、今後も関係機関と連携し、新規就農者の早期

の経営安定に向けて、支援を続けていきます。



 

 

 

 
加工品の販売拡大を目指して　～津野町農産加工グループ「は山んば」の６次産業化支援～

やま

 

セミナーを受講するグループ

の様子を確認する普及指導員

　８月 27 日、こうち男女共同参画センターソーレにおいて開催され

た６次産業化セミナーアップグレードコースを、津野町の農産加工

グループ「は山んば」が受講しました。 

　農業改良普及課は、これまでにアドバイスを受けた内容について、

グループが実行に移せるよう確認・助言しながらラベルやＰＯＰの

改善を進めて来ました。今回のセミナーでは、「ラベルをいろいろ

作って売ってみて、売れるラベルに改良するのが良い」などの助言

がありました。 

グループからは、「販売店によってラベルを変えたい」との声が

挙がりました。 

農業改良普及課は、今後も目標数販売に向けて、ラベルやＰＯＰ

の試作、店頭での陳列など状況を確認しながら支援していきます。

 
収穫期の管理を徹底しましょう　～JA 土佐くろしおにら部会現地検討会～

  

 

 

 

 

 

 

 

収穫期の管理等について説明

する普及指導員

９月１日、生産者ほ場でにら部会現地検討会が開催され、生産者

10人が参加しました。 

農業改良普及課は、収穫期の管理についての説明と、スマート家

電の紹介、今後発生が懸念される「さび病」についての注意喚起を

行いました。 

生産者からは、「耐性菌の発生を抑えるため、ローテーション散

布や初期防除に努める」といった声がありました。 

農業改良普及課は、今後も関係機関と連携して巡回指導を行い、

ニラ産地の生産力向上・安定化を目指します。

 
安全・安心で衛生的な農産物を届けます　～ＪＡ高知県津野山集出荷場ＧＡＰ点検～

 

 
集出荷場ＧＡＰ点検を行う　

ＪＡ職員と普及指導員

　９月４日、ＪＡ高知県津野山経済課「輝」集出荷場において、集

出荷場ＧＡＰ点検が実施されました。 

農業改良普及課は、ＪＡの販売担当職員とともに農産物の流れの

点検および衛生管理の確認を行いました。 

点検項目は、農産物取り扱いの安全性だけでなく従業員の衛生管

理にまで触れており、適切に農産物が扱われていました。点検を定

期的に実施していることもあり、日々、選果に携わる従業員に安全・

衛生への意識づけができている様子でした。 

　農業改良普及課は、今後も集出荷場における安全・衛生管理が行

われるよう、ＪＡとともに衛生管理指導を続けていきます。


